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会 議 録 

会議の名称 令和元年度（2019年度）第１回つくば市学校防災推進委員会 

開催日時 令和元年（2019年）６月26日（水曜日）  

開会13:35 閉会14:20 

開催場所 市庁舎２階 職員研修室 

事務局（担当課） 教育総務課、教育指導課 

 

出 

席 

者 

 

 

委員 

 

 

森田 充、大久保 克己、貝塚 厚、朝賀 隆行、 

間中 和美、飯泉 法男、池畑 浩、伊藤 直哉、 

美野本 玲子、御田寺 義郎 

土田 十司作、和田 雅彦、海﨑 豊 

 

その他 長屋 和宏 

事務局 

 

教育総務課：課長補佐 吉沼浩美、係長 青木孝之、 

      主事 田崎智也、主事 谷沢潤一郎 

教育指導課：指導主事 岡野正人 

公開・非公開の別 ■公開 □非公開□一部公開 傍聴者数 ０名 

非公開の場合はそ

の理由 

 

 

議題 

 

 

 

(1) 学校防災推進委員会の組織について 

(2) 平成30年度の事業内容について 

(3) 令和元年度の事業計画について 

(4) その他 

会議録署名人  確定年月日 平成  年  月  日 

会

議

次

１ 開会 

２ 会長の挨拶 

３ 議事 
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第 (1) 学校防災推進委員会の組織について 

(2) 平成30年度（2018年度）の事業内容について 

(3) 令和元年度（2019年度）の事業計画について 

(4) その他 

５ 閉会 

 

＜審議内容＞ 

１ 開会 

事務局：ただいまから、令和元年度（2019年度）第１回つくば市学校防災推進委員

会を開会いたします。 

２ 会長挨拶 

事務局：教育長が公務により欠席のため、局長から挨拶申し上げます。 

局長： 皆さんこんにちは。繰返しになりますが、皆さんには本当にお忙しいなか

お集まりいただきましてありがとうございます。 

 この推進委員会は元々、県の事業として平成24年から平成27年にかけて「地域と

連携した学校の防災力強化推進事業」ということでスタートしたわけですけれど

も、平成28年度からは市の事業として行うことになりました。 

 平成28年度、平成29年度には学校防災マニュアルの作成及び改定を行いまして、

平成30年度、昨年は児童生徒の自助の意識を高める、そして保護者や地域の方々

の防災意識を高めるということで、吾妻小学校で始まった学校防災手帳というも

のが、良い取組であるのでもっともっと広めようということで、大曽根小学校、

春日学園義務教育学校と葛城小学校で作成するということになって、徐々に広が

ってきているということで大変嬉しく思っているところです。 

 災害というのは、それを防ぐということも大事ですし、もし災害があったときに

どう対応していくかということも大事です。 

 しかもそれは学校だけではできない、地域の力を結集して行わなければならない
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とても大事なことであると思います。 

 この会議はそのような意味で大切な会議ですので、皆さんにも忌憚のない意見を

頂戴しながら、より一層充実させていきたいと思いますのでよろしくお願いいた

します。 

 私はこの後また別の会議がありますので退席いたしますが、よろしくお願いいた

します。 

事務局：ありがとうございました。局長はこの後公務のため、退席いたします。 

 

３ 議事 

事務局：それでは、要項第３条第１項及び第２項に基づき、これからの議事の進行

は、副会長である手代木中学校 土田校長先生にお願いいたします。 

土田副会長：それでは、議長を務めさせていただきます手代木中学校の土田です。

よろしくお願いいたします。 

本会議では、要項第３条第４項に基づき、国土技術総合研究所 長屋和宏主任研

究官にご出席いただいております。よろしくお願いいたします。 

「（1）学校防災推進委員会の組織について」の説明を事務局よりお願いします。 

（1）学校防災推進委員会の組織について 

事務局： 今年度、新たに委員になった方もいらっしゃいますので、資料１－１と

１－２を使い、地域との連携による学校の防災力推進事業の概要と組織について

と、教育委員会に設置されております学校防災推進委員会について、説明いたしま

す。 

資料１－１ 地域との連携による学校防災力強化推進事業の概要をご覧くださ

い。 

 平成24年度から平成27年度までは、茨城県教育委員会が「地域との連携による学

校の防災力強化推進事業」を実施し、各市町村は県からの委託事業という形で、実

施していました。この事業が、「所期の目標である、各市町村における組織体制づ
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くりが進んだ」ということで、茨城県の事業としては平成27年度で終了になりまし

た。 

 しかし、つくば市においては、児童生徒の命を守る重要な事業であるため、 

平成28年度以降も引き続き実施するということで、市単独で実施しております。 

 まず、本事業の目的です。 

 大規模地震等の災害に対する児童生徒の防災対応能力の向上及び学校の防災体

制を充実させるため、学校と地域の連携を推進し防災力の強化を図るために行って

いくものです。 

 この目的を達成するため、つくば市としましては２の「目標」を掲げました。  

 「災害発生から72時間を地域みんなの力で～地域と連携した学園ごとの体制づく

り～」というものでございます。 

 災害発生からの72時間は、公的支援も混乱し、支援が行き届かないことが考えら

れます。そうした中でも地域の力で、最初の72時間を乗り切りましょうということ

です。そのために、学園ごとに体制づくりをしていきましょうということを目標に

掲げております。 

 そして、この防災力強化のために、どのような組織がどのような事業を行うのか、

というのが３「組織と事業内容」です。 

 組織としましては、表の左側、市の教育委員会が中心となって設置する「学校防

災推進委員会」と、表の右側、各公立学校に設置する学校防災連絡会議の２つがご

ざいます。 

 まず、表の左側の推進委員会は、市全体として、組織的に、学校及び地域の連携

を図ることを目的にしており、構成員は、本日ここにお集まりいただいた皆様、事

業内容は、教職員向けの研修会などを開催しております。 

 表の右側の、学校防災連絡会議は、各学園・学校単位で設置されております。学

校やＰＴＡと地域の方たちが連携することで、実践的な対応ができることを目的と

して、避難訓練や防災教室などを実施しております。 
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 このあとの説明にもございますが、地域と一緒に訓練をすることで、防災意識の

高揚を図ることができたという成果が、学校から上がっております。 

 資料１－２は「つくば市学校防災推進委員会設置要項」でございます。設置の目

的、所掌事項、組織及び運営等について定めております。 

 資料１－３は名簿でございます。令和元年度、新たな方もいらっしゃいますが、

この組織で御協力をよろしくお願いいたします。 

議長：ただいまの事務局の説明について、何かご質問、ご意見等ございますか。 

各委員：（質問なし） 

議長：特にないようなので、続きまして第２号議案「平成30年度（2018年度）の事

業内容について」の説明をお願いいたします。 

（２） 平成30年度の事業内容について 

事務局：平成 30 年度の事業内容について報告いたします。資料 

２－１、学校防災推進委員会の取組をご覧ください。 

学校防災推進委員会としては、第１回目を６月 26 日に開催し、平成 29 年度の事

業内容、平成 30 年度の事業計画について、御説明いたしました。また、第２回を

３月に開催し、平成 30 年度の事業内容について御報告させていただきました。 

学校防災研修会に関しては、10 月 30 日に開催しました。この度の会議にもご出

席いただいております長屋様を講師としてお招きし、６月の第１回の委員会の際

に、「本年度は防災手帳を作成する」と決まったこともあり、「学校と地域の連携

による防災マップづくり」というお題でお話をいただきました。 

研修後のアンケートでは、ほぼ全ての参加者から、「よかった」と回答をいただ

きました。成果としては、この研修会をとおして、防災意識を深めることができた

と考えております。 

続きまして資料２－２、平成 30 年度の各学園の取組を御覧ください。 

こちら一覧表には、学園ごとの取組がまとめられております。 

各学園・各学校を単位とし、防災訓練や防災教室、学校防災連絡会議など様々な
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取組を実施しております。 

最後のページに、各学園から挙げられた成果、課題を一覧にしました。 

 成果としては、防災倉庫の確認や引渡方法の確認をとおして、防災意識の高揚が

図れたという内容が挙げられております。 

課題としては、消防団長や区長といった地域の役員の皆様の改選により、地域と

連携した組織を維持することが難しいということや、学区の広域化により今後どの

ように連携を維持していくかということが挙げられました。 

また、複数の学校から引渡し訓練の際に課題があると報告がありました。 

こちらについては、資料２－２をご覧ください。 

学校防災推進委員会事務局では、平成 30 年度第２回学校防災推進委員会で引渡

し訓練での課題について指摘があったことからこの課題に着目し、課題があると報

告いただいた学園を対象に、実際に学校を訪問してヒアリング調査を行いました。 

秀峰筑波義務教育学校、茎崎第一小学校、谷田部南小学校に訪問し、秀峰筑波義

務教育学校では４Km ほどの渋滞が発生するなど、主に引渡し訓練時に自動車で来校

する保護者が多いために発生する道路渋滞について、課題として明らかになりまし

た。 

このうち、茎崎第一小学校や谷田部南小学校では別のグラウンドを駐車場として

利用し学校までは徒歩で来校いただくようにする、あるいは交通整理のための誘導

棒を購入し、ＰＴＡの方々と連携して混雑の緩和を目指すなど、それぞれの学校の

実情に合わせた工夫を把握することができました。 

秀峰筑波義務教育学校へはヒアリング調査で得られた情報をもとに事務局とし

て課題改善のための提案を行い、秀峰筑波義務教育学校からその提案を踏まえた引

渡し訓練計画の提示がありましたため、事務局では７月に行われる引渡し訓練の視

察を予定しております。 

そのほか平成 30 年度は、児童生徒、保護者の自助意識の向上を目的に、大曽根

小学校、春日学園義務教育学校、葛城小学校で学校防災手帳を作成しました。 
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いまお手元にお示ししているものが何部かございますが、そちらが学校防災手帳

になります。お近くの方々で御覧いただければ幸いです。 

平成 30 年度の取組については以上でございます。 

議長：ありがとうございます。ただ今の説明について、何か御質問等ございますか。 

各委員：（質問なし） 

議長：特にないようなので、続きまして第３号議案「令和元年度（2019年度）の事

業内容について」の説明をお願いいたします。 

 それでは、令和元年度の取組について御説明いたします。資料３－１をご覧くだ

さい。 

 学校防災推進委員会での取組について記載がありますが、学校防災推進委員会の

事業計画案について説明いたします。 

学校防災推進委員会については、本日を含めて年度内２回を予定しております。

２回目は、2020 年２月を予定しております。 

学校防災研修会については、昨年度に引き続き、各学校の学校防災連絡会議委員

や幼稚園代表の方を含めた研修会を予定しております。日程は 10 月 29 日（火曜日）

の午後を予定しています。内容は現在調整中です。後日改めて御連絡いたします。 

学校防災手帳の作成については、昨年度に引き続き、学校防災手帳の作成を予定

しております。 

作成意向調査を行い、作成を希望すると御回答いただいたなかから地域性を考慮

して３校に打診しております。 

その他では、学校防災マニュアル作成の手引きの改定を検討しております。 

資料３－２は各学園での取組を記載しています。昨年度に引き続き、避難訓練や

防災教室などを実施予定です。 

学校防災推進委員会、学校防災研修会のいずれも、日程が近くなりましたら改め

てご通知差し上げます。庁内の委員の皆様にも改めてお知らせいたします。 

 令和元年度の取組については事務局からは以上となります。 
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議長：ありがとうございます。ただ今の説明について、何か御質問等ございますか。 

貝塚委員：教育総務課です。教育総務課が事務局となっているわけですけれども、 

長屋さんにも御協力いただきまして、昨年から学校防災手帳作成事業を推進委員会

で決定して行っているわけですが、長屋さん、どうでしょうか。学園で防災手帳を

作っていくなかで見えてきた課題であるとか、何か御意見等ございましたらお伺い

したいです。 

長屋氏：防災手帳の取組は吾妻小学校、吾妻中学校で取組が始まったものなのです

が、吾妻小中での取り組みを通じて課題として感じるとともに、この様な防災に関

する委員会の場で、数年前より課題として申し上げてきた事柄に対応しています。 

この学校防災推進委員会および各校の学校防災連絡会議というのは、比較的学校

の危機管理という観点に主眼があり、会議の内容や課題の抽出、参加者が持ち帰る

意識などもそうなっています。 

 一方で学校の授業では、総合学習の単元をはじめとして子供たちが防災の学習を

しています。 

しかしながら、それぞれの成果はそれがバラバラに存在しており、お互いの流れ

がなかなか歩調を合わせられないという状況にあります。 

その問題点は数年前の防災推進委員会で指摘をさせていただいていて、何とかし

なければならないというのは教育総務課さんでもお考えいただいているところで

す。 

 昨年度、つくば市として学校防災手帳を作るに当たっては、このような認識を持

って取組を進めました。例えば、子供たちは防災マップ作りをすごく勉強していて、

模造紙にまとめたりしますが、その後、年度内はみんなで壁に掲示して情報共有す

るのですが、それで終わってしまうと残念ながら更なる活用がされず。垂れ流しの

ような形になってしまっています。 

そうしないために、今回、これらの情報を地図の中に盛り込みました。子供たち

が作った地図のいろいろな情報をアイコン化して防災手帳の防災マップの中に入
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れ込みました。子供たちはまず横の連携で、自分たちが調べ、発表したものを防災

手帳のマップにまとめていくことにしました。もう一つの目的としては、葛城小学

校が今年度取り組んでくれる予定ですが、今年度の防災マップ作りは、昨年度作っ

たこの地図をもとに始めてくださいということになっています。先輩方が作った情

報をもとに、それは本当なのか、地図にあるブロック塀が危ないというのはどうい

う場所なのか、実際に見に行って、本当にそうだ、同じようなものを探そうと思っ

ていただいたり、あのブロック塀はなくなったということを認識して地図から消し

ていくといったことをしてくれれば、今度は縦のつながりが出てくるので、そうい

ったことを意識してもらいたいです。 

それぞれの防災の取組はいいことだ、いいことだと言われてワーッとやるんです

けど、意外とやったらやりっぱなしが多いので、そうしないようにというのが昨年

度の非常にうまくいったポイントだと思っておりまして、今年もそういう認識で学

校にアプローチをいただいているというふうに伺っておりますので、こんなふうに

進めていただければいいなと思っております。求めたお話になっているか分かりま

せんが、このよう形で進めてきて、これからも進めていければと思っております。 

議長：ありがとうございます。いま、学校のつくばスタイル科の防災の授業につい

て話が出ましたけれども、朝賀指導課長、簡潔に一言いただけますでしょうか。 

朝賀委員：これまで防災については、つくばスタイル科で取り組んできていますが、

学習内容を適切に活用していないということがお話のなかでもありました。そのこ

とについて、今後のつくばスタイル科の研修のなかで伝えながら、確実に学習内容

を活かしていけるように対応できればと思います。 

議長：他の委員の皆様から、長屋様の御指摘について何か御意見等ございますか。 

御田寺委員：危機管理課です。昨年も災害が多くて、西日本や北海道で地震や豪雨

がありまして、国のほうも何とか被害を減らすということで早めに避難してくださ

いというのがあります。そういうなかで、必ず地域で連携して、という言葉が出て

きます。昨年の災害でも、比較的被害者が少ないというのは学校だけではなくて民
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生委員さんであるとか、消防団であるとか、地域のつながりがあって、見守りなが

ら一緒に避難したというのがあります。３月の防災会議でもお話ししましたが、先

ほども言ったように地域連携を強化して学校の防災力を高めていくということで、

連携についてはすでに一部の学園で取り組んでいただいておりますが、地元の消防

団、区長さんと一緒に集まっていただいてワークショップを開催して連携していく

という学校もありますし、市のほうも各学校に行く出前講座を行っておりますの

で、そういった機会について学校から情報をいただければ危機管理課もお手伝いが

できると思いますし、お時間を用意していただければ、協力してくださいとも言え

ますので、地域との連携のために危機管理課としてもやっていければと思いますの

で、よろしくお願いします。 

そういう意味でも、それぞれ学校に防災倉庫を整備していて、昨年度も新しい学

校に整備しました。昨年度の会議でも話題になったのですが、鍵の管理が場所によ

ってはなかなか、区長さんが代わられたりで分からなくなってしまったという話も

あったんですけれども、鍵の所在については危機管理課としても常に把握しておき

たいですし、何かあったときに連絡を取りたいので、区長さんや役員さんが代わら

れた時には鍵の管理、引継ぎには充分留意していただきたいということでよろしく

お願いいたします。何かあれば危機管理課までご連絡ください。よろしくお願いい

たします。 

議長：連携という観点から御意見をいただいたところですが、他の委員の皆様で学

校との連携との観点から何かございますか。 

伊藤委員：親がどういう防災の意識を持っているのか。家庭教育学級でも、防災に

関するものは少ないです。子供の直接な救急処置は多いのですが、少しテコ入れを

したほうがいいのか、学校のほうで保護者に対して指導がなされているのか、その

ところは実際にどうでしょうか。 

もし必要であれば、家庭教育学級で項目を入れつつこういうこともできます、と

お知らせをしていく方法もあるのかな、と考えています。学校での実情を掴みたい
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のですがいかがでしょうか。 

和田委員：学校で家庭教育学級というと、まず食育とか子供たちの健康というテー

マがあって、その他でよく行われているのはＳＮＳによるいじめ問題だとか、ゲー

ムはやりすぎてはいけないよといったようなことを保護者と子供両方で話し合う

という。ゲームはやってはいけないというけれど、何でいけないのか親が説明でき

るのか、というところから深い討論をしているのが実情で、防災はその次ぐらいに

なっていますね。 

伊藤委員：優先順位としてはそんなに高くない。現状で大丈夫という判断であれば、

生涯学習推進課としても改めて何か、取り入れることはしなくてもよろしいでしょ

うか。 

和田委員：先日も新潟のほうで地震がありましたし、いつ災害が起こるかわからな

いので、やっぱり常に学校でも取り組んでいかなければならないのかなと思ってい

ます。 

伊藤委員：防災マップを活用して親子で話し合っていただくこと。保護者への指導、

教育はまずは充分、という判断でよろしいでしょうか。 

議長：他にはいかがでしょうか。長屋さん、何かございますか。 

長屋氏：学校の防災の取組などについては、僕の説明が間違っていたら教育局の方

に訂正いただきたいのですが、学校での子供たちへの防災教育の最大目的は、災害

で子供が、自分自身が死なない、怪我しないことだと僕は思っています。それを家

庭に持ち帰って、子供達がどう考えるかと言うと、家庭の中で自分が死なないとい

う文脈だと思います。それをもってお父さんお母さんに広げるというのはなかなか

難しいと思いますし、さらに言うと、先ほど危機管理課長も仰っておりましたけれ

ども、避難という話になった時に家庭でどう防災をしているかということについて

は別のアプローチにならざるを得ないと思います。 

いまつくば市役所で進めているのは具体的には家具の固定と備蓄ということに

なっていますが、これを学校の授業などを通じて子供たちに持ち帰らせるのは無理
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というか相当難しいと思います。やっぱりそれは別のアプローチで、もしそれを家

庭教育学級とかでされるのであれば、やったほうがいいか悪いかで言われればやっ

たほうがいいに決まっています。 

ただ、それが最優先なのかといえば、確かにＳＮＳとか食育のほうが上だと思い

ます。何故かというと、今は災害が起きていませんから。食事は毎日食べますし、

携帯電話は毎日持っていますから最優先になるんですけど。最優先なのかと聞かれ

たら最優先ではないですが、５年に１回くらいはやらなきゃいけないかな、という

感じはします。そうしないと、つくばに地震が来た時には全員が被災者ですから。

全員が同じ立場の被災者になってしまいますから。食育やＳＮＳは、その問題で困

る子はいます。しかし困る子は困るけどうちは関係ない、と言えますが、地震の時

はそうは言えませんので、何年かに１回はそういう（防災をテーマにする）年があ

ってもいいのかな、なきゃいけないかもしれないな、と思いますね。あり方がどう

かというのは、何かの機運があって、ということでもいいかもしれませんけど。 

今のお話にあった、学校で充分かという議論が若干噛み合っていない部分がある

と思ったので少し意地悪な言い方をしますが、そういう考え方もしたほうがいいか

もしれないと思いました。 

議長：毎年ではなくとも何年かに１回は必ずテーマに取り上げて、認識を新たにし

ていきたいということでしょうか。幼稚園の立場から何か御意見はありますか。 

海﨑委員：幼稚園の場合は、災害が起きた時に、先ほどの長屋さんのお話にありま

したけれども、自分の身をどう守るかということで。地域とか家庭の啓発は正直な

ところ難しいのかなと思います。家庭教育学級に関しても、今年度で言えば食育、

防犯、生活に関することで、なかなか防災までは手につかないと思います。 

園児の、園内での（取組として）命を守るということで言えば、小中学校に比べ

れば避難訓練は頻繁に行っていると思います。ほとんどの幼稚園でおそらく月に一

回程度やっているかと思います。私は２年間しか経験しておりませんが、正直なと

ころ最初に筑波幼稚園に園長として赴任した時には随分と避難訓練が多いなと思
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ったんですけれど。 

ただ考えてみますと、小中学生と比べて一度にたくさんのことを覚えるのが難し

いので、例えば１回目は避難経路だけを確認する、２回目は防災頭巾をかぶるなど、

要するに４歳児にも分かるようにしなくちゃいけないので。中には避難訓練と聞い

ただけで泣き出してしまうお子さんもいますので、ステップを踏まないといけない

と考えると確かに月に１回くらいやらないといけないかなと。しかも地震もあれば

火事もあれば不審者対応の訓練もあるので、月に１回では足りないくらいかなとい

う感じはしております。たぶん各幼稚園でも同じようなかたちだと思います。 

少し話はずれますが、地域との連携ということですと、谷田部幼稚園は園区が広

くて、谷田部中学校区とみどりの学園義務教育学校の学区が両方とも園区にありま

して、昨年はそれぞれ別々に引渡し訓練を計画していたので、一緒に行うことはで

きないかと（提案しました）。昨年は既に年間計画を作り、保護者にも通知してい

たので勘弁してほしいとのことだったんですけれども、じゃあ来年は一緒にやりま

しょうということになりました。 

確かに、一緒にやることは非常に困難な問題もあるんですけれども、谷田部中学

校区とみどりの学園義務教育学校区では地域性の問題もありますし、交通事情の問

題もあると。例えばみどりの学園の辺りは車での送迎が出来ないところばかりです

ので、そうすると近場から中学校、小学校、幼稚園の順の引取りになって幼稚園が

最後になりますので、極端な話、幼稚園だけにお子さんがいる家庭が一番早く来て、

次に谷田部南小学校ですとか谷田部地区の方は比較的早く来てくださって、みどり

のは車では行けないということで上のお子さんを引き取ってから幼稚園に来るの

でかなりの時間差があって、引渡しに２時間以上かかってしまっています。 

これは職員にも話したんですけれども、実際の災害時には結局そういう状態にな

るので、訓練というのはこういうことなんじゃないかなと。いずれは良くなると思

いますが、とりあえずやってみて、実際の災害時の具体的なことを学べばいいので

はないかなと思います。今年は谷田部とみどりので同じ日にやっていただいて、６
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月３日だったんですけれども、やってよかったなと思っています。 

確かに昨年に比べれば倍以上の時間がかかりましたけれども、実際の引渡しでは

もっと時間がかかるでしょうし、特にみどりの地区の方は東京に勤めている方が大

部分ですので、おそらく引渡しでは誰も迎えに来られないかもしれないと。そうい

うことも含めていろいろな課題が出てきたところで、これからもひとつひとつ、輝

翔学園とみどりの学園と相談しながらやっていきたいなと。ちょっと話がまとまら

なくて申し訳ないのですが、そんなところです。 

議長：令和元年度の事業計画案が示されましたけれども、広域化していくつもの幼

稚園と学校がまたがるような場合にはそういう取り計らいができているというこ

とでよいのでしょうか。 

海﨑委員：ちょっと他の幼稚園の様子は分からないんですけれども、園長会では少

し話していると思うんですが、果たして全部の幼稚園が地域の小中学校と一緒に引

渡し訓練を行っているかというのは、申し訳ないですけれども全部把握しているわ

けではありません。７月２日か３日に園長会があるので話題にしてみようと思いま

す。 

貝塚委員：いま避難訓練という話が出ましたけれども、幼稚園は毎月行っていると

いうことですが、小中学校はどうなんでしょうか。 

議長：小中学校は年に３回くらいですかね。火災、地震、そして不審者対応。 

貝塚委員：抜き打ちですか。 

議長：抜き打ちが２回と、放送や案内があっての引渡しをやるので。私たちもいま

考えたんですけど、幼稚園を意識していないんですよ。小中学校の連携はしている

んですが、幼稚園さんとの連携は正直、いまお話しいただいて、その辺の考えが抜

けているし、この計画のなかでもう少しその辺のまとまりをつけて、避難訓練をし

てもらいたいなといま考えたところです。 

貝塚委員：教育総務課は事務局としてこの会議を運営しているのですが、今回から

幼稚園園長会にも参加していただいています。仰る通り、我々も連携から漏れてし



15 
 

まっているという感覚を持っていますので、もちろん幼稚園も兄弟がいたりして大

事ですから、中学校、小学校、幼稚園と連携するというのは重要であると思います。

学区が変わると学校が変わるというのは、幼稚園では結構あるんですか？２つの学

園にまたがるというのは、そんなにないと思うんですが。それを別々にやられてし

まうと、親御さんは困ってしまいますね。 

間中委員：本来の目的を考えれば、園長先生の言ったとおりなんでしょう。 

貝塚委員：市内一斉にというわけにはいかないでしょうか。災害は一斉に起きます

からね。引渡し訓練でもしも親御さんが来られないという場合にはどうするんです

か？学校でずっと留め置くような、そんな方もいらっしゃるんですか？ 

議長：あとは代理の方を設定して、確認して引渡しをしているような、そういうこ

とで。それでもなかなか来ない方はいらっしゃいまして、そういう場合はこちらで

話をした上で帰してしまうといったところです。 

議長：それでは今年度は事業計画そのものとは別に、幼稚園との連携について検討

していくということでよろしいですか。その他御意見ございますでしょうか。 

御意見がないようなので、事業計画そのものにつきまして、異議なしということで

よろしいでしょうか。 

（異議なしとの声） 

 それでは提案のとおり決しました。 

（4）その他について 

議長：それではその他について事務局から説明をお願いいたします。 

事務局：御説明が重なりますが、改めて次回以降の予定についてお知らせいたしま

す。学校防災推進委員会については、本日を含めて年度内２回を予定しております。

２回目は、2020 年２月を予定しております。 

学校防災研修会については、昨年度に引き続き、各学校の学校防災連絡会議委員

や幼稚園代表の方を含めた研修会を予定しております。日程は 10 月 29 日（火曜日）

の午後を予定しています。 
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学校防災推進委員会、学校防災研修会のいずれも、日程が近くなりましたら改め

てお知らせいたします。事務局からは以上となります。 

議長：ありがとうございました。これで本日の議事は全て終了いたしましたので、

これをもちまして、議長の職を解かせていただきます。御協力ありがとうございま

した。 

青木係長：土田校長先生、ありがとうございました。その他に何かご意見はござい

ますでしょうか。 

長屋氏：会議の冒頭で伺うべきでしたが、資料１－１で「地域との連携による学校

の防災力強化推進事業」の概要の「平成24年度から平成27年度までは、茨城県教育

委員会が～」という文章は見たことのある文章なんですが、目標の「災害発生から

72時間を地域みんなの力で～地域と連携した学園ごとの体制づくり～」というのは

今回新たに作られた目標ですか。それともずっとあったものなのでしょうか。 

事務局：平成28年度の時点には標語としてあったものです。 

長屋氏：というのは、この目標の位置づけにもよるのですが、この目標がどのくら

い皆さんの認識にあるのかという。各学校の事業計画に照らすと、これは整合して

いるのかな、と思うのがあって。 

この目標の位置づけと浸透度というか、まあとりあえず何か標語っぽいものがあ

ればいいんだということであればそれはそれで良いと思いますが、短いタームでの

目標と捉えているのであれば、これをちゃんとここまでやろう、こういう目標に向

かってここまでやろう、というのを明確に設定しておかないと、何となく書いてい

るだけになってしまうことを懸念します。目的で充分に防災的なキーワードが書か

れているところに、さらに目標が足されているわけで、目標のほうがより具体的な

ことが書いてあるので、その年度のアクションプラン的な形になると思います。そ

の連関はつけられるのであればつけたほうが良いと思いますし、何となくであれば

止めてしまう（記載しない）ということも含めて整理したほうが良いかと思います。 

貝塚委員：まさに長屋さんが仰る通りで、我々行政のほうが踏襲してしまうんでし
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ょうね。72時間（３日間）というのは備蓄の関係で、そのリミットとしてあるんで

しょうか。 

御田寺委員：３日間というと、いろいろと（標語などに）それが残っているので。

長屋さん、いまは一週間とかですよね。 

長屋氏：「72時間」と「１週間」の意味合いが違っています。「72時間」というの

は72時間を超えて救出できなかった人が死んでしまうことから「ゴールデン72」と

言われているんですが、とにかく72時間以内に救出しましょうというのが「72時間」

です。なので、その意味合いも分からずに「72時間」と書かれているとその時点で、

何だこれは、となってしまうのですが、そういうことを言ってはいけないのかな？ 

貝塚委員：72時間経てば公的な救援が来るので、というのでは。 

長屋氏：むしろ逆ですね。72時間以内に救出しないと死んでしまうので、72時間以

内に自助で救出しましょうということが「72時間」です。公的機関からの支援につ

いては、昔は３日くらいで物資が届くと言われていたんですが、いまはそれも難し

いのが定説です。 

貝塚委員：そうなんですか。 

長屋氏：いまは物流が止まった時には１週間くらい止まるのじゃないかと言われて

いて、備蓄は１週間分してください、と政府も言い始めています。それを踏まえた

ときに「72時間」というのは子供たちが死なない、という観点で見た時の目標だと

すると、それに応じてやるべきことも変わってくると思います。そこの認識を適切

に持つ必要があると思います。 

貝塚委員：仰る通りです。これはちょっと変えましょう。踏襲していたので、整合

性が取れていない部分がありますので。 

事務局：検討してまいります。 

長屋氏：ただ、この目的に対して今年度の目標を立てること自体については、僕は

すごくいいことだと思っています。焦点がはっきりしますから。今年はこれをやり

ましょう、というのがはっきりするのはいいことだと思います。ただ、目標を立て
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るのであれば、事業の概要と同じようなことを言うのではなくてもっとはっきりし

たほうがいいと思います。あまり抽象的なものではなく、例えば、備蓄をしっかり

やりましょうというような。はっきりさせたほうが皆も分かりやすいかもしれな

い。あまりはっきりさせすぎると、学校としては自由度がなくなってしまうので、

そういう意味ではあまりはっきりさせないほうがいいのかもしれませんけど。 

伊藤委員：72時間というのは、72時間で何とか授業再開できるかたちに持っていけ

るように進めたい気持ちはあったと思うんです。震災のあと。そういう気持ちで72

時間、３日間と設定したというのを聞いたことはあります。学校側としては努力を

皆でしてきましょうということで、違いますかね。 

間中委員：実際には県の事業が終わって、市単独でやっていくというときに長屋さ

んに相談して継続したということがあったんですけれども、その当時、先ほどもあ

ったように「３日間」というのがキーワードとしてあったので、その時に「72時間」

というのが入ったように記憶しています。県の事業終了の翌年に、「３日間」とい

うのを入れようということになり、それで「72時間」を入れたように記憶していま

す。 

貝塚委員：御指摘いただきましてありがとうございました。 

池畑委員：一点だけよろしいですか。例えば基本的に何らかのスパンで目標を定め

てそれを固定で進めていくというのであればこのタイミングで取組が出てくるわ

けですけれども、今年はこれをやっていきましょうという目標を立てるのであれ

ば、今日の会議ではもう既に終わっている取組もあると思います。 

年度末に、翌年度はこのような課題に力を入れましょうという計画を学校側で決め

ているかもしれないですけど、そのような目標の立て方をしなければ、今年はこの

ような目標で進めていきます、となった時にはもう取組が終わっているということ

になってしまうので、大きな目標として何年かに１回見直しましょう、というのか、

毎年の目標を立てるのか、そこをどちらかに決めないと決める時期を選ばなければ

ならないのかな、と。 
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貝塚委員：今ごろ、６月開催の会議では可能性はあるわけですよね。 

池畑委員：学園の取組を見た時に、ここはもう取組が終わっているな、と感じたも

のがありまして。 

貝塚委員：それは事務局としてしっかりやっていきましょう。 

事務局：御指摘ありがとうございました。検討してまいります。 

青木係長：他にはございますか。 

貝塚委員：いまはスロースリップが起きているとか。房総沖が危ないと言われてい

ますが、地震は来るのでしょうか。 

長屋氏：ついこの間竹園東中学校で話をしてきたんですが、つい先日新潟、山形の

地震が起こりまして、マグニチュードが6.7だったんですが、あの地震では亡くな

った方はおられません。ちょうど１年前に大阪北部で地震がありましたが、あの時

は同じマグニチュードで数名亡くなっていると。 

その後に僕は調べたんですが、マグニチュード６を超える地震というのはこの１

年で20回発生しています。そのうち、亡くなった方がおられる地震は大阪北部と胆

振東部地震となりますが、同規模の地震は20回。もちろんサハリン沖であるとか遠

方の地震も入っていますが、おおよそ月に１回以上はその規模の地震が起こってい

ます。そのうち亡くなっている人が発生した地震も２つ。人が亡くなったか亡くな

っていないかというのは、人がいたかいないかということです。こう言っては何で

すが、今回の地震は山形県沖だったので人的被害がなかったという側面があって、

つくばの近くとか東京であればそれなりの被害が考えられますし、月に１回くらい

はその規模の地震が起こっているということで、地震が来るか来ないかと言えば来

ます。 

ちなみに、マグニチュード６の地震というと、皆さんの感覚ではどうですか。大

きいと思いますか。そっちを知りたいです、僕は。 

貝塚委員：東日本震災はマグニチュード７とか８なんですか。 

長屋氏：東日本はマグニチュード９です。マグニチュード６とマグニチュード９で
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はエネルギーが全然違いますから比較になりませんが、マグニチュード６でも充分

に人が亡くなるだけのパワーを持っているということです。 

青木係長：他にはございますか。他に御意見がないようですので、これで本委員会

を終了させていただきたいと思います。 

ありがとうございました。 

 

以上 
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(2)つ くば市学校防災手帳について

(3)その他

4 閉会

<審議内容>

1  隆

事務局 :ただいまから、令和元年度 (2019年度)第 2回つくば市学校防災推進委員

会を開会いたします。

始めに、教育長より挨拶申し上げます。

2 教育長挨拶

森田教育長 :皆さんこんにちは。本日は大変ご多用の中、この令和元年度第二回つ

くば市学校防災推進委員会にお集まりいただきましてありがとうございます。今日

は新型コロナウイルスの対応ということもありますので、あまり長くならないよう

にスムーズに進めたいと思いますのでよろしくお願いします。それでは、本年度を

振り返ってみますと台風19号については、つくば市でも大変な被害を受けたという

ところでございますけれども、もう異常気象という言葉は日常的になってしまつ

て、「異常」ではないのではないかと、そういう状況になりつつあるのではないか

なと大変心配しているところです。地震についてもこのところ頻発しているような

状況もありますので大変心配だと思つておりますけれども、地震とか豪雨とかそう

いう (状況の)中で、自分自身をどう守っていくかと、学校をどう守っていくか、

日ごろから十分な準備をして備えていく必要があると思つております。本年度の活

動としまして、児童生徒の自助の意識を高め、自分の身は自分で守れるようにとい

うことで、この学校防災手帳、これを今年度は四校、竹園東小、栄小、茎崎第二小、

茎崎第二小で作成いたしました。これらについての部分にっきましては、作成に大

変御協力いただいております国土技術政策総合研究所の長屋様からお話をいただ

きたいと思つております。参考にしたい点につきましては学校に持ち帰ってお互い
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に役立てていけたらと思つておりますのでよろしくお願いいたします。本日の会議

が有意義なものになりますよう、皆様からも忌憚のない御意見を頂戴したいと思い

ますをどうぞよろしくお願いいたします。

事務局 :それでは、要項第 3条第 1項及び第 2項に基づき、これからの議事の進行

は森田教育長にお願いいたします。

議長 :それでは議長を務めさせていただきますので、よろしくお願いいたします。

先ほども申し上げましたが、感染予防ということもありますので、スムーズな進行

を心掛けたいと思います。よろしくお願いします。

それでは議事に従つて、「令和元年度 (2019年度)の事業内容について」という

こヽとで、事務局から説明をお願いしますも

議事 (1)令和元年度 (2019年度)の事業内容について

事務局 :令和元年度の事業内容について報告いたします。資料 1-1の令和元年度

の各学園の取組を御覧ください。

この一覧表の項目は、学園名、学園合同で行つたもの、あるいは学校で行つたも

のか、日程、内容、参加者、講師等について記載がございます。

各学園・学校を単位とし、防災訓練や防災教室、学校防災連絡会議など様々な取

組を実施しております。この中から幾つか御説明いたします。

7番の桜学園を御覧ください。

こちらの学園は、栄小学校が浸水想定域にあることもあり、外部の講師を招いて

水害を想定したワークショップを行いました。

3番の輝翔学園では、幼稚園、小学校、中学校が合同で避難訓練及び引渡し訓練

を行つたほか、地域の方に学校に避難してきていただく取組を行つています。

別の資料に、各学園から挙げられた成果と課題を一覧にしました。

成果としては、引き渡し訓練に関することが複数の学校から挙げられました。昨

年度に開校した義務教育学校からは、「地域防災の基礎をつくることができた」

「今回の訓練で、さらにノウハウを獲得できた」といつた、今後の改善のための収
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穫があったということが拳げられました。また継続して引き渡し訓練を実施してい

る学校からは、「より円滑に避難、引渡しが行えるようになつた」といった成果が

挙げられました。

課題としては、地域住民との連携という観点で、半年～ 1年という短い期間で区

長さんが交代する地域では、地域と連携した取組を維持することが難しかつたり、

地域の方々の参加率が低かつたり、ということが挙げられました。

以上が学園・学校の取組についての説明でございます。

続いて、資料 1-2学校防災推進委員会の取組をご覧ください。

学校防災推進委員会は年 2回の開催になっておりまして、第 1回 目を6月 26日

に開催し、昨年度の事業内容、令和元年度 (2019年度)の事業計画について、報告

いたしました。

続いて、資料 1-3を御覧ください。

昨年度の事業報告で引き渡し訓練を課題に挙げていた秀峰筑波義務教育学校にヒ

アリングを行い、ヨ1練当日に視察を行いました。

周辺の道路渋滞が課題であつたところ、課題を踏まえて計画を立案し、引渡し方

法を改善したことで道路渋滞が緩和しました。

続いて、資料 1-4を御覧ください。

第 1回学校防災推進委員会で幼稚園の防災について議題に上がり、現況の把握を

目的にアンケー トを実施しました。

全ての幼稚園で月に 1度は防災訓練を実施しており、地域の小中学校と何らかの

連携した取組を行つている幼稚園が4園あることや、学校との連携や地域の方々の

参画が課題と捉えていることがわかりました。

続いて学校防災研修会ですが、10月 29日 に開催しました。防災士でもあり、国

土交通省国土技術政策総合研究所の主任研究官でもいらつしゃいます長屋様に講

師をしていただきました。

研修後のアンケートでは、ほぼ全ての参加者から、「よかつた」「参考になった」
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と回答をいただきました。成果としては、この研修会をとおして、防災意識を深め

ることができたと考えております。

つくば市学校防災手帳の作成については、議題 2で詳細を御説明します。

事務局からは以上となります。

議長 :あ りがとうございました。ただ今説明した内容について御意見、御質問あり

ましたらお願いしたいと思います。よろしくお願いします。

秀峰筑波を見に行つて、今年度は良かつたという話でしたけれども、特にどんな

点がうまくいつた要因だろうと感じましたでしようか。

事務局 :大きく改善した点としては周辺の道路渋滞になります。児童生徒を迎えに

来る車により125号線で大変な道路渋滞が起きていたのですが、旧筑波東中学校を

駐車場として活用し、一部の地域の方には徒歩で来校いただくことにより、道路渋

滞の緩和、軽減を図りました。

議長 :あ りがとうございました。全員が集まったので昨年は大変だつたということ

で、それを改善して旧筑波東中学校を活用したと。そのようなお話でしたが、その

他には何かありますでしようか。和田委員、お願いします。

和田委員 :資料1-4のところで、幼稚園のアンケートですかね、主な意見、設備

にういてのところで防災倉庫の物品の充実とありますけれど、倉庫を開けて何が入

っているか、桜南小学校の確認をしたんですけれど、乾パンですとか食べるものは

あるんですけれど、簡易 トイレの固めるやつとか、段ボールで仕切つたりするのは、

実際やらなくてlまならないことなのでしょうけれど、その トイレについて (備品が)

全然ないね、実際に学校が避難所になつたらどうするんだろうという話がありまし

た。幼稚園も同じだと思いますし、それ以外の防災倉庫もそういつた観点で確認す

るのもいいのかなと思つて、話しました。よろしくお願いします。

議長 :あ りがとうございました。これについてはどこか (担当課が)あるんですか。

じゃあ危機管理課長お願いします。

御田寺委員 :危機管理課御田寺です。防災倉庫につきましては、各小学校、中学
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校に設置しているということで、幼稚園まではまだ設置はしていません。理由とし

ましては、小学校、中学校が避難所に指定されているということでそちらに設置し

ております。内容については、乾パン、クランカ~や水などの食料品と、あとは資

機材として灯光器、発電機、リヤカーとかですね、そういった資機材を用意してい

ます。トイレにつきましてはすみません、はっきり答えられないのですが、簡易 ト

イレといいまして学校の便座とか、そういつたものにビニールの袋をかぶせて使用

できるというトイレがありますので、そちらがもしかすると入つている可能性もあ

ります。はつきりとお答えできないんですがその辺を確認しまして、もし避難所と

して断水になつて、なかなかトイレが不便だというときには簡易 トイレを使つてい

ただくと、そういつた方法もあるかと思います。

議長 :あ りがとうございました。簡易 トイレは入つていなかったんですか。

御田寺委員 :いま言つた簡易 トイレが、固めるタイプなんですよね。昨年も購入し

たので、配布状況を確認したいと思います。

柳橋委員 :谷田部東中学校の柳橋です。事業内容についてなのか、あるいはその他

かどちらか分からないんですけれど、避難訓練、防災訓練等がこれからも実施され

るかと思うんですけれども、避難所に学校がなつているわけなんですけれども、訓

練のときから、いわゆる、避難所運営に関することで、市役所の職員の協力が必要

だと私は思うんですね。というのは、学校の休みの日にいわゆる避難所が運営され

なければならないような状況が出てきたときに、管理職が市内に在住の学校ばかり

ではないと思いますので、そういつたときに市役所の方から直行職員つていうのが

どのように指定されているのか、私はつくば市ではわからないものですから、その

あたりの組織がどのようになっているかお伺いできればと思つているのですが。

議長 :危機管理課長から。

御田寺委員 :危機管理課です。学校が開いているときには、先生方が主体になって

お願いするということになるかと思いますが、学校がやつていない、休みである、

あと夜間の場合なんですが、この間の台風19号のときは学校で多く開設いただきま
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してありがとうございました。その際は教育委員会の職員の方で各学校を割り振つ

ていただいて対応していただいたということになるかと思うんです。ですので、学

校が開いていないとき、夜間、お休みの時は基本的に教育委員会に依頼をかけます

ので、教育委員会の中で協議して対応していただいているというような形になるか

と思います。

議長 :教育総務課から何か補足はありますか。

貝塚委員 :教育総務課です。危機管理課長からお話がありましたとおり、教育局で、

学校の避難所の運営については職員が割振りで当たるようになつています。先日の

桜中学校区でも桜川の増水に備えて避難所を開設したときには教育局で対応した

のですが、これは事前に避難所を開設しそうなときには事前に連絡いただいて、我

々のほうで学校の校長先生などとの連絡体制をとつてからということでよろしか

ったのでしょうか。

御田寺委員 :避難所を開設するにあたつては、前もつてある程度余裕を持って判断

してお願いしていることになります。急にお願いしてもすぐ対応できないというの

がありますので、前もってある程度時間の余裕を持ってお願いしてきた状況です

ね。

貝塚委員 :そのような形で、教育局の職員で (姑応しました)。 ただ、突発的に大

きな地震があつた場合には、例えば増水ですと、危険であるというような天気予報

も見ながら対応するのですが、地震の場合の対応を確認させていただいてよろしい

でしょうか。

御田寺委員 :地震の場合は風水害と違ってなかなか予測が立たなくて、いきなり来

るということになると。地震の場合だと、余計に避難所を開けるかどうかというの

は難しい判断になりまして、まず大部分の校舎、体育館は耐震性が確保されている

ということなんですが、実際耐震性はあつても、天丼が降りてくるとか落ちてしま

うたなど、そういつた事例もあるのでまずその安全確認をしてから開設するかとい

う判断になりますので。ただ、安全確認を素早くやるしかないということになるの
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でそういつた場合は緊急性をもつて教育局の方にお願いするという可能性は高い

と思います。

貝塚委員 :緊急性。その辺りは再度、いつ起こるかわかりませんから確認させてい

ただきたいと思いますけども、まずは安全確認しなくては、校舎も体育館も中には

入れないということですね。グランドは避難所になるので、グランドの方には避難

してきていただいてそこで住民の方は待機していただく形で、中に入る判断はまず

安全確認されてからということですよね。

議長 :そ ういう流れで、できるだけ教育局のほうで担当できるような体制はとつて

おりますので、そして人が足りなくなれば全庁的にバンクアツプするということに

なつていますので、何かありましたら。

柳橋委員 :やはり45校あるものですから、45校を教育局の職員だけだとなかなか大

変かなと思いまして、そういつたときにまあ学校地域防災ということで。

貝塚委員 :危機管理課長、確認ですが、まず大きな地震が起きたらまず災害姑策本

部というかたちでまず緊急招集されて、そこでどこを避難所として開けるかとか、

そこで振り向けて……。本当に、45校を一気にというのは厳しいと思うので、その

辺りの判断は市の災害対策本部で、というかたちでよろしいですか。

御田寺委員 :まず市内の被害状況確認から入ることになると思うんですよね。全体

的に市内まんべんなく被害が起きるということになると、とたんに45校ということ

もあるかと思いますが、実際、東日本大震災とか大きい地震を経験していますけれ

ども、やはり被害が場所によつて全然違ってくるので、まず市内の被害全体の把握

ですよね、それを把握してそれに則つた適切な場所を開設するということになるか

と思います。ただ、最悪のケースも当然ながら備えていかなければならないという

ことはありますけれども、まずは被害状況を確認して開設するまで、なるべく早く

判断したいと思いますが、市内全体となるとかなり時間もかかると思いますので、

いずれにしても情報を早めに出して対応していただけるように、そういつた心掛け

をしたいと考えています。                        ヽ



貝塚委員 :校長先生が仰るように、そういつた対応はしつかりしなくてはならない

と思つていまして、教育局でも学校の施設が避難所になつた場合のマニュアルの整

備を検討しておりまして、いま、それが中断してしまつているんですけれども、今

年度は桜川の増水に伴い、桜中の避難所開設などもありましたので、それを受けま

して、課題を踏まえてマニュアルの整備を考えております。

議長 :よ ろしいですか。その他ありますでしょうか。長屋様お願いします。

長屋委員 :すみません。横から聞いてしまうんですが、学校施設としては、例えば

地震があつたときには避難所になるかならないかに係らず点検をすることのルー

ルはあるんですか。例えば県が管理している道路では、震度 4以上で所管施設をす

べて点検するというルールがあるわけなんですけれども、避難所になるかならない

か以前に、施設を管理している立場から考えたときに何かしらルールがあるのか

な、もしくはあるべきなのかな、と思うんですけど、その上に避難所になるか、避

難所にならなくても子供が安全に使用できるかという話になるかと思うんですけ

れど、そういつたルールがあるのかどうか、というのをどなたかご存知の方がいら

っしゃればお伺いしたいです。

貝塚委員 :教育施設課長が欠席なんですけれども、耐震の診断は施設課の職員や建

築指導課であるとか建物の診断をされる方がいらつしゃるんですけれども、実際我

々の素人目で学校を見に行つて、例えばクランクが入つているとか、かなり危険な

状態であるとかその辺りの判断については、どのようなかたちだつたでしようか。

議長 :地震が起こつたときにという話ですよね。これに関しては、県のルマルでは

震度 5、 東日本大震災の後は、震度 5以上になったときには学校の職員が、学校の

管理職がまず点検するというかたちになつていて、その災害の状況によつて教育局

のほうで必要に応じてさらに点検に行くというかたちはあります。      1

長屋委員 :今の教育総務課長が仰られたお話は建物としてはそうだと思うんですけ

ど、また話が別で、建物が安全に使えるかというのと施設が適正に使えるかという

のは話が別になるので、点検という行為は必ずあるはずだと思うんですけど、そこ
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の部分の切り分けと、今の話でどこかの段階で点検ということになると思うんです

けど、例えば週末にわざわざそのために人を出すのかというと、別に子供が来ない

からいいとなれば翌営業日ということでも、それはルールとしては別に間違ってい

ないと。私は間違っているとは思わないんですね。ただ、そのルールがはつきりし

ていないと、次に避難するという話になつたときにそもそもどうなっているのかと

なってしまうので、そのルールが正しいのかはどうでもいい、というとどうでもよ

くはないんですが、とりあえず今どうなつているのかがまずあって、それを押さえ

た上でじゃあ次はどうなのか、次のオペレーションや応用問題を考えたときにどう

なのかということがあると思うので、基本ルールをまず一回整理することがベース

にあるのではないかなと思つたので質問しました。

議長 :あ りがとうございました。″―ルは学校と教育局で共有をしていると思いま

すが、再度整理して確認する場を作りたいと思います。他はいかがでしょうか。で

は (2)に移らせていただきたいと思います。つくば市学校防災手帳についてとい

うところで、まずは事務局から説明をお願いします。

(2)つくば市学校防災手帳について

事務局 :「つくば市学校防災手帳作成の概要について」という資料を御覧ください。

携帯できる防災手帳を児童 。生徒に提供し、日常生活や授業に活用してもらうこと

で、児童・生徒及び保護者の自助・共助の意識の向上に資することを目的に作成し

ております。今年度の作成協力校は竹園東小学校、茎崎第二小学校、茎崎第二小学

校、栄小学校の4校になります。配布予定時期は令和 2年度 (2020年度)の 4月 で、

新年度に配布することで、授業で活用して頂くことを目的としております。

学校に協力いただいた点としては、データ収集やPTAの方々との連絡調整、授

業時間の活用が挙げられまして、その他としましては国土交通省国土政策総合研究

所の御協力により作成していること、ヽ元々は吾妻学園で防災手帳を作成しており、

その取組を市内に広げていこうという取組であることが挙げられます。「子ども 110

番の家」やAEDの位置情報のデータを記載し、さらに子供たちが授業で集めた情
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報を取り入れて作成しているものです。詳細については、長屋先生から御説明いた

だきます。

議長 :長屋委員、お願いします。

長屋委員 :事務局から説明があつたので、私から説明をすることはあまりないので

すが、皆さんのお手元にありますので御覧いただければと思います。開く前に見方

がありまして、こちら側が子供に見てほしいページになつています。一方、こちら

の大学ノー トのほうから開いていただいたときには大人に見てほしいページとな

っています。先ヽほども紹介いただきましたように平成 26年にこの学校防災推進委

員会の前身にあたる県の取組が実施されていたときに吾妻学園で取組んだもので

す。吾妻小学校はモデル校となり、当時の校長先生が非常に見識のある方で、すば

らしい方向性、方針を示していただき、このようなものを作つていこうとなったと

ころです。吾妻小学校、吾妻中学校の、吾妻学園ではこの取組をずつと継続してお

り、 3回の改訂をしております。吾妻では助成金などを獲得して実施しています。

このような中、当時の校長先生の各所での紹介などもあり、市の方でも良い取組で

あるとの評価をいただきまして、市の全体の取組として採択していただいた次第で

す。この取組の特徴としては、この手のものを作るときは、スポンサー、今回の場

合は市ですね、スポンサーの情報だけを入れて終わりとなつてしまうことが多いの

ですが、学校やPTAが持つている情報として HO番の家などを入れています。ま

た、子供たちのつくばスタイル科の授業の取組から出てきたデータもあるのです

が、従来はその成果を壁などに掲示して保護者の方に見ていただいて、いいものが

出来たねと喜んで終わつてしまうことがほとんどです。そのような情報を使い捨て

にしないでマッシュアップし、いろいろな情報を一つの地図の上にまとめておりま

す。今年作つたものを、大きく印刷して掲示しておりますが、特に子供たちが見つ

けてきてくれた情報としては、コンビニエンスストアの場所がどこにあるかとか、

自動販売機がどこであるかです。また、子供ならではの情報は、公園に遊びに行き

ますので、どこに自分たちが使える公衆 トイレがあるかということも彼らの調査結



果に入つております。さらに、彼らの日線で見てブロック塀が危なそうなところも

見てそれを入れております。そういつた子供たちならではの (視点で)見つけてく

れた情報も一つの地図上にまとめ上げています。今年度にアイデアがありつつ出来

なかつたのが、昨年度取組んでいただいた学校が 3校ありますが、そこの学校では、

情報をさらに足していけるように、シールを作つてみたらどうかと考えたのです

が、そこまでは手が回りませんでした。 (冊子を)開いたときに大人版で見てほし

いことは、災害が起こつたときを想定して、子供の引き渡しをどうするべきなのか

とか、先ほどから出ております、避難所としヽうのはどういうときに行くべきかとい

ったルールについても書いております。これもその時々によつて、社会のニーズに

応じて修正をしてきており、先はどまさにトイレの話が出てきていたのでそういつ

た情報も入れていくべきかと思います。ちょつと補足になりますが、10月 に開催さ

れた学校防災研修会のときに、私がトイレのお話をしているので、その話題が出る

のは、その時の話がどこまで浸透しているのか、私としては気掛かりだつたので少

し安心しました。一方、皆さんもやはり災害時のトイレの使い方等に不安があると

いうことであれば手元に持つ資料である防災手帳に記載して、困らないようにする

ということはとても重要だと思います。災害時に一度詰まらせてしまうといきなり

使えない部屋ができてしまうので、初動がとても重要です。具体的には、最初に水

が通常通り流れるかを確認することが非常に重要な作業になるわけです。そのよう

なことをマニュアル化し、皆さんで共有していくと良いと思います。今日いただい

た意見も今後に反映できればと思います。

先ほどもお話がありましたように、今年度作り上げた防災手帳は4月 に各校で配

布する予定ですが、もう一つご紹介したい取組があります。今回、4つの学校、2

つの小学校を 1つの学園として、3種類の防災マップを作り、防災手帳を作り上げ

ているわけですが、その一方、自分たちでお金を正面するので作りたいという学校

も現れております。これも見識のある先生がおられる手代木学園の松代小学校で

は、PTAの取組として、費用面から実際に防災マップと防災手帳を作り上げると
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ころまで自分たちで行つておられます。このようなかたちでどんどんと取組が広ま

ればすばらしいと思いますし、自分たちが必要な情報を自分たちで考えて自分たち

で作るということが非常に重要だと思います。そのような中で、学校防災推進委員

会の場で、お金やマンプや手帳を作る考え方など、いろんな形で支援ができるとい

うのは非常にいい体制だと思いますので、来年度以降も今のような取組が継続出来

ればいいのではないかと思つております。私からは以上です。

議長 :あ りがとうございました。見識の深い校長先生は私の隣にいる先生でありま

すけども。あの時、県の地域防災の指定を受けて、防災キャンプとか、この手帳作

りとか、吾妻学園の取組が県でも紹介されて、非常に良い事例であるということで

あったと思つていますが、この取組がどんどん広がっていくということは非常にあ

りがたい話だと思つています。今の説明につきまして、またこの防災手帳について

御意見や御質問ありましたらお願いしたいと思いますがいかがでしようか。お願い

します。

根本委員 IPTA会長根本でございます。質問なんですが、この防災手帳 (の

取組)をいま推進しているということで、各学校にはお伝えしてあつて、その情報

のなかで、やる学校、やらない学校ということに (決めているのか)と 何力W晴報発

信をされているのかなということと、やはり素敵な内容なので今後もし何かあれ

ば、何かしらボールを投げていただければと思います。

議長 :あ りがとうございます。これは事務局のほうで。

事務局 :学校の選定については、年度当初にこうした取組があることを各学校に周

知し、希望校を募るかたちで行つております。

今年度の対象校の選定理由については、長屋先生からお願いいたします。

長屋委員 :昨年度の選定校が、春日学園、大曽根小学校と葛城小学校でした。昨年

は実はあまり手を挙げてくるところが多くなかつた。 (初年度のため、防災手帳が)

何か、どんなものかも良く分からなかつたというのがあるかと思いますが、今年は

結構手を挙げてくださつたと伺つておりますと今年度採択したのは、竹園東小学校、
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栄小学校、茎崎学園ですが、これは昨年の選定校の場所も踏まえて、地域柄を踏ま

え、それぞれの地域における災害リスクを再度考えてみると、昨年は中心部に若干

寄つた感がありましたので、中心部の竹園東小学校は残しつつ、水害のリスクの大

きいであろう栄小学校と、水害と土砂災害のリスクがある茎崎学園を選んだという

ところになつております。あと、図らずも栄小学校を選んでみたら、まさにそのす

ぐ北の栗原地区で台風 19号による浸水もありました。来年度も、もし進めばです

が、地域的なバラつきや災害のリスクを踏まえた上で選定をしていくことになるの

ではないかと思つております。

根本委員 :基本的には、そちらで選定して、というかたちですね。

長屋委員 :いわゆる手挙げ方式です。

議長 :ど うもありがとうございました。他にはいかがでしょうか。

これはAEDも入つていますけれど、今AED財団の作つたアプリで、気がつい

た人がアプリの中の地図に、ここにありましたと登録するとみんなが見られるアプ

リを作つているという話も伺ったんですけども、そういうことも今後周知をした

り、子供たちに参加させたりすることも意識を高めるという点ではいいのかなと思

っています。この点については、指導課が中心になるかもしれませんが、つくばス

タイル科の中で考えていただければと思います。他にはいかがでしょうか。よろし

いでしょうか。

それでは先に進めさせていただきます。 (3)その他ということで、まず事務局

から何かありますでしょうか。

(3)その他

事務局 :防災の取組の今後についてですが、先ほどの説明と重なりますが、防災手

帳を3月 中に完成させて、新年度の4月 に配布します。また、学校防災推進委員会

を新年度の6月 ごろと2月 から3月 の 2回予定しておりますので、よろしくお願い

いたします。事務局からは以上です。

議員 :あ りがとうございました。ただ今の事務局のことについてでも結構ですし、
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何かお気づきの点やここで話しておきたいことがありましたらお願いしたいと思

いますが、いかがでしようか。危機管理課長お願いします。

御田寺委員 :危機管理課です。防災倉庫について先ほど出ましたけれども、昨年の

台風19号のときには各避難所を開けたということで物資の運搬等は経済都の方に

お願いして、ずつと物資の足りないものを補給していたというような状況がありま

して、そういつたなかで防災倉庫の鍵の管理なんですけれども、防災倉庫を開けて

物資を開けたいという避難所があつたんですが、鍵の所有者が分からないというこ

とで、すぐに開けられなかつた倉庫がありまして、防災倉庫の鍵ですね、鍵の管理

の徹底をよろしくお願いしたいと思いまして、この場でお願いしたいと思います。

基本的に二つ鍵がありまして、一つは学校に預けていて、残り二つを地域で誰に預

けるかというのは学校と地域の方々とで相談しながら、ということを聞いています

が、所有者が変わった場合は電子書庫のほうにつくば市防災倉庫利用規約というも

のがありまして、鍵の保管受領書というかたちで出していただくことになっており

ますので、提出をよろしくお願いしたいと思います。以上です。

議長 :あ りがとうございました。今回は休みだつたのでなかなか学校を開けられな

いということもあつたんですけれども、これは 1回確認したほうがいいのかな。4

月に学校全部で確認する作業をしたいと思います。

柳橋委員 :今の件なんですけれども、学校と地域に鍵が 3本あつて、学校に 1本 と

地域に2本だと実際は心配なような気がするんですが。やはり1本は市役所にあつ

たほうがいいんじゃないかと思うんですけど。

御田寺委員 :鍵は市役所にもありますので。

柳橋委員 :市役所にありますか。わかりました。

議長 :あ りがとうございました。他にはいかがでしようか。よろしいですか。

それでは議事は終了ということで、これをもつて議長の職を解かせていただきま

す。ありがとうございました。
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令和元年度 (2019年度)第 2回つくば市学校防災推進委員会 次第

日 時 :令和2年 (202b年)2月 25日 (火 )
後1時30分から

場 所 :つくば市役所2階 防災会議室3

1開  会

2 教育長挨拶

3議  事
(1)令和元年度 (2019年度)の事業内容について

(2)つ くば市学校防災手帳について

(3)その他

4 閉  会

【資料―覧】

資料 1-1
資料 1-2
資料 1-3
資料 1-4
資料 2

令和元年度 (2019年度)の事業内容 (各学園の取組)

令和元年度 (2019年度)事業内容 (推進委員会)

秀峰筑波義務教育学校 引渡し訓練について
幼稚園防災訓練等アンヶ―卜について

つくば市学校防災手帳作成の概要





令和元年度 (2019年度)の事業報告 (各学園の取組) 資料rl

(5)イ庸考④誰師等

つくIま市危機管理課長 :

御田寺義郎氏
つくば市危機管理課主任
鈴木昔幸氏

防災士 :小野泰宏氏

豊里地区防災士
落合淳、永倉喜代さん

自衛隊・危機管理課職員

① 赤 加者

各校教頭5名

各校防災連絡会議委員、教職員、PTA
役員、保護者、児童生徒約 1、 500名

各校防災運絡会議委員(教職員、PTA
役員、学校評議員、区長・自治会長、消
防支団長・分団長、駐在所警察官、民生
委員t主任児童委員、くすのき隊隊長、
子供会育成会会長、親父の会会長、交
福芽全t=1会 睛メロ惚会ヽ
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各校防災運絡会議委員 (教職員、PTA
役員、学校評議員、区長・自治会長、消

防支団長・分団長、駐在所警察官、民生

委員・主任児童委員、くすのき隊隊長、

子供会育成会会長、親父の会会長、交
福孝今惚会_防メロ協会)計89名
児重・職員・保護者・

委員・青少年相談員
合計320名

学校評議員・民生
・防災連絡員等

児重・職員・保護者・

委員・青少年相談員
合計850名

学校評議員・民生
・防災連絡員等

児童・職員・保護者・学校評議員・民生

委員・音少年相談員・防災連絡員等

合計515名

生徒・職員・学校評議員・民生委員・晋
少年相談員・防災連絡員等
合計462名

つくIま市長・自衛隊・危機管理課職員。

児童・保護者・地域・職員。上郷市街地
活性化協議会等
合計800名     ´

(2)内容

取組名 :学園引渡訓練打合せ

取組の説明 :学国合同引渡訓練の準備・
′芥相等について楼認弁行うぉ

取組名:学園合同引渡訓練
取組の説明 :学国内5校で合同で引渡訓
練を行い学国の防災意識を高める。

取組名:学校防災連絡会議 (各学校で実
施)
取組の説明:学園合同引き渡し訓練の様
子を参観し、防災倉庫等の確認や情報交
換を行う。

取組名:学園防災連絡会議打合
取組の説明 :日程、内容、参加者、準備。

分担、当日の運営等について確認を行
う。
取組名:学国防災運絡会議
取細の説明:各校で実施された学校防災連
絡会議から問題点を探り、地域と共に行う避
難訓練について再確認する。また、防災に関
する情報交換を行い、最後に講師指導を受
け、防災力強化を図る。

取組名  引き渡し訓練
取組の説明
地域の方と防災倉庫の点検をする。
RI去歳 :割I籍井虫 怖 士 ス⌒

取組名  引き渡し訓練
取組の説明
地域の方と防災倉庫の点検をする。
弓1■溝 t´司‖繊弁窯縮する^
取組名  引き′頂し訓線
取組の説明
地域の方と防災倉庫の点検をする。
ヨI■溝1.ヨ‖鏡弁車怖する^
取組名 防災教室、引き渡し訓練
取組の説明
講師を招いて、生徒を対象とした講話

を実施する。
取組名 防災のつどい
取組の説明
自衛隊による炊き出し実演、講師を招いて地域

および保護者・児童を対象とした議話を実施する。

(1)日 程

平成31年 4月 19日

令和元年5月 31日

令和元年5月 31日

7月 16日

令和元年8月 31日

令和元年6月 7日

令和元年6月 17日

令和元年7月 3日

7月 12日

令和元年 12月 7日

学 校 累

大穂中学校
大曽根小学校
前野小学校
要小学校
吉沼小学校

豊里中学校
沼崎小学校
今鹿島小学校
上郷小学校

学 園 え

①大穂学園

②豊里学園



令和元年度 (2019年度)の事業報告 (各学園の取組) 資料1-1

(5】隔F考は)議酌 等

つくif市危機管理課職員

つくば雨消防署暇員

③参加者
・学校教職員
・地域防災関係者
・田
‐
A関係者
合計55名

。学校教職員
・児童・生徒、保護者
・地域住民
合計約800名

・谷田
・谷田
・谷田
・谷田

部雨小字薇教峨員
部幼稚国教職員
部南小学校児童
部幼稚園園児
合計270名

・谷田部雨小5年児重
合計20名

・谷田部小3年児重
・谷田部南小3年児童
合計約120名

・柳橋小3年児童
合計20名

(2)内容

地域防災運絡会議
学国の学校教職員、区長、PTA関係者が
谷田部中学校に集まり、市の職員等から
危機管理の現状等の説明を受け、問題
占華弁協 議 :´■⌒

地域と運携した避難訓練
学園肉の幼稚園、小学校、中学校が合同
で実施する地震を想定した避難訓練及び
引き渡し訓練を行つた。また、地域の方に
訓練として最寄りの学校に選難していた
″キ_睛養色店借品井確頚 :_■ ^
幼小合同避難訓練(谷田部南小・谷田部
幼稚園)
竜巻発生後火災が起こつたことを想定し
た避難訓練を、幼小合同で実施した。つく
ば南消防署に依頼し、消火訓練及び消防
奮目些笠本空協:十‐

5学年つくIぎスタイル科「防災マップをつく
ろう」
通学路や地域にある災害時における危
険箇所や災害時に役立つ物や災害用に
対策されているものなどを調べ、防災マッ
プ弁孝佳E'治計1_ザしギ フヽ予―ラョ`フ券
3学年つくばスタイル科「マイ防災′ヽッグを
つくろうJ
災害時に自分たちの安全を守るためにど
んなことが必要かを考えたうえで、自分の

防災バッグの中身について検討し、プレ
ギ ′`手―彰ョ`フ歩堂怖!■ _

3字年つく1まスタイル科Iマイ防災′ヽッグを
つくろう」
災害時に必要なものについて考え、非常
用として持ち出すものとして適切かどうか
グループでの話し合いを通して、検討し
た。そして、自分たちの考えた防災′ヽッグ
について峯寿会券各にヽ ホ日百理鯉与墾″、

う日程

令和元年5月 17日

令和元年6月 3日

11月 25日

令和元年7月 ～10月

令和元年9月 ～ 11月

令和2年 1月 ～2月

学 校 嘉

谷田部中学校
谷田部小学校
谷田部南小学校
柳橋小学校

学 園 嘉

③輝翔学園

2



令和元年度 (2019年度)の事業報告 (各学園の取組 ) 資料1-1

(5)イ盾考④講師等

無し

つくば中央消防署

国土交通省日土技術政策総
合研究所
再屋 和美接

国土交通省国土技術政策総
合研究所職員

なし

手代木雨小学校
教頭
山田聡

茨城県水戸生涯字習センター

社会教育主事
小堀隆弘氏

① 参 力□看

字園全児重生徒、保護者、教職員、島
名幼稚園園児、職員、保護者

真瀬小学校全児童、職員

高山中学校全生徒

真瀬・島名地区長、第 3・ 9テ南防団長、

学園PTA本部役員
単園数離目

島名小学校6年生児童・生徒

児重・教職員。保護者
合計660名

教職員・PTA役員
区長・民生委員
合計53名

PTA地区委員・

教職員・PTA役員・PTA地区委員・
区長・民生委員
合計51名

②内容

取組名 :高山学園合同引き渡し訓練

取組の説明 :学国内幼小中合同で、地震
弁換‡ i´ナ‐群建r罰‖鏡と弓1■産し訓練弁実

取組名:大地震想定訓練
取組の説明:地震体験を実施し大地震時
の 対 成 につ いての士 奢 向 卜弁図ス ^

取組名:防災教室
取組の説明 :近年の災害事例を星沓まえ自
酌 土 曲 公 勘の差 テナ 井饗 めム ^

取組名 :高山学園地域学校防災連絡会

議
酌知の議日月:Jb燈防隻の連擦存密構に

取組名 :防災マップづくり
取組の説明 :防災マップづくりを通して、
防獲に対する章識の高揚券図る.

取組名
学園合同引渡し訓練

取組の説明
出二固今後rSの弓1持 i´封‖鏡

取組名
第1回地区連絡会・学校防災連絡会議
取組の説明
・学園合同引渡し訓練の成果と課題
.些固 倍 陰 笛 訴 お 雅 蓼

取組名
第2回地区連絡会・学校防災連絡会議
取組の説明
・獲
=日
寺にム`けるlb市田T村の華践事例紹

令和元年5月 10日

令和元年9月

令和元年12月 20日 (金 )

令和元年2月 4日 (水 )

令和2年 1月 17日 (金 )

令和元年6月 25日

月9日

令和元年12月 6日

〔1)日 |学校名

高山中学校
真瀬小学校
島名小学校

手代木中学校
葛城小学校
手代木南小学校
松代小学校

学 l薫1名

④高山学園

⑤光輝学園
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令和元年度 (2019年度)の事業報告 (各学園の取組 ) 資料1-1

⑥洞峰学園

谷田部東中学校
小野川小学校
二の宮小学校
東小学校

二の宮小学校・東小
学校は別日に実施
(小野川小を含め3
年生、保護者合計約
420名が参加 )

(5)4厨看

`4み

護 師等

なし

なし

なし

なし

防災士

なし

なし

なし

なし

⑤参加者

II小児童,保護者,職員
約540名

小野

'合計

小野川小児重、保護者、職員
合計 約540名

谷田部東中保護者、職員
合計 8名

洞峰学園4年生児童・7年生生徒、担当
教職員
合計 約4呵 O名

谷田部東中生徒、教職員
合計 603名

小野川小3年生児重・保護者、教員
合計85名

川小児童、職員、1年生保護者
約380名

小野
合計

谷田部東中生徒、教職員
合計 590名

二の宮小児童、職員
合計 約680名

(2う内祭

取組名
避難訓練・BIき渡し訓練
取組の説明
地震を想定
メールロ信帝

した避難訓練を実施した後
7(RI芸 持 1_ヨ‖籍 井車 怖 !´

取組名 防災倉庫の確認
取組の説明
体育倉庫や防災倉庫の中の確認をPT
Δ得 目 )"誉理 騰 不各 ぅ■ ^

取組名
通学路安全点検及びきれいきれい大作
戦
取組の説明
各小学校区の通学路を4年生徒7年生
が協力し、ゴミ拾い等と並行して通学路の
ブロック塀や河川など災害時に備えた危

険個所の確認を行つた。

取組名 避難訓練 (火災)
取組の説明
竜巻の発生を想定した避難訓練

取組名
親子防災教室
取組の説明
防災士を招き、その助言のもと、日常的
な災害への取組や防災バックについて見
昔1ナ」`ガ本鍋平不行ぅ十‐_

取組名
避難訓練及び1年生の引き渡し訓練
取組の説明
新しい教室等からの避難方法について

確認するとともに、緊急時における1年生
の引き渡しが円滑にできるように、全校児

童による避難訓練及び1年生とその保護
碁I=士スヨI芸控1ヨ‖籍本空怖1_■ _

取組名 避難訓練 (地震 )
取組の説明
大きな地震の発生を想定した避難訓練

取組名
避難経路確認のための避難訓練
取組の説明
新年度、新しく生活している教室等から
安全に避難ができるように、訓練を通し避
とと岩学frぅ :、イ津塑I■

取組名
避難訓練。31き渡し訓練
取組の説明
地震を想定した避難訓練を実施した後
メール配信及び引き渡し訓練を実施し
た。

令 莉 千 生 0日 ク∩日

学校名
小野川小学校

学校名
洞峰学園

令和元年9月 30日

平 虚 31生 4日 11日

学校名
谷田部東中学校

学校名
二の宮小学校

令和元年4月 26日

学校名
小野川小学校

令和元年7月 5日

令和元年8月 31日

学校名
谷田部東中学校

令 梵l二年 9月 20日

学校名
洞峰学園

学校名
谷田部東中学校

一万年9令和 月24日

(1)日 程

学校名
小野川小学校

令和元年4月 11日

4



令和元年度 (2019年度)の事業報告 (各学園の取組) 資料1-1

⑤備考儀)証gl年

なし

なし

立教大学教授 長坂俊成氏、

防災科学技術研究所 増田和

順氏

立教大学教授 長坂俊成氏、

つくば市市長公室  危機管理
課職員

国土交通省国土技術政策総合研究
所

③参加者

東小保護者、児重、東幼稚園児、東小
及び東幼稚園職員
合計 約950名

洞峰学国3年生～6年生児重、8年生生
徒、教員
合計 約1100名

谷田部東中生徒、教職員
合計 598名

各地区区長・民生委員・地域バトロール
関係ボランティア・各検PTA役員・各検教
酷昌

各地区区長、民生委員、地域パトロール
関係ボランティア、各検PTA役員、つくIよ
市特別支援学校職員、各検教職員
△ 吾IRR=

各地区区長、民生委員、地域パトロール
関係ボランティア、各校PTA役員、各校
封踏昌

宰国児重生徒、教職員、保護者、字薇

評議員
合計3、 900名

学校防災連絡会議学校評議委員、教職

員
合計20名

教職員
合計18名

並木学国各校長教頭・PTA役員、各地
区区長・近隣保育所幼稚園代表、児童
館長、交番所長等
合計  55名

並木学国各校該当学年児重生徒、職員
塗:ヨ+  ク6o宗

②内容

取組名
幼小連携引き渡し訓練
取組の説明
大規模地震が発生したことを想定し、避
難訓練を実施した。その後、東幼稚国と
遠強l_Ⅲ RI去歳:ヨ‖籍歩堂怖L■ _
取組名
「防災学習」交流会
取組の説明
3年生の「親子防災教室」や5年生の
「防災マップつくりJの成果をもと:こ、3～ 6
年生と8年生が防災についての交流学習
左】、雙捧:更凶怜荼各,、■

取組名 避難訓練 (電巻 )

取組の説明
,人▼養の峯■弁揮や i´ナ‐群難封‖絞

取組名 :第 1回桜学園学校防災連絡会議
取組の説明 :今年度の実施計画について
惚議弁行った^
取組名 :第 2回桜字園学校防災運絡会議
取組の説明 :水害で避難所になつた場合

を想定した運営シミュレーションのワーク
●ヵ ,゙―デ「お喜碁:=#士ム経喜成銀n海切
取組名 :第 3回桜学国学校防災運絡会議
取組の説明 :「避難所の在り方 Jを考え
る註難券各い共福理解弁図った^
竹国学園防災訓練 (EIき渡し訓練)、 学校
防災連絡会議

地震を想定し、学国内3校引き渡し訓練
を実施。中学校に兄弟がいる場合は、中
学校から小学校に行く。その後、各学校
毎に学校防災連絡会議を行い、災害発生
睦ハ出_捧お器虐

「

ぅ:、イ告目本と伍歩得 、́

学校・学国防災運絡会議

各学校毎に開催し、災害発生時の学校の

対応について意見交換を行つた。その

後、学国内で情報の共有を行つた。また、
合
'ぅ

壮て示塞者対成についてゲループ

学国防災会議
今年度の反省と学国の防災に関する備
品♂う描本>確叡券行ぅ士
学校地域防災連絡会
・学校と地域の連携強化を図るための情
報交換。             ・

地域、学校が連携し、地域防災力を高め
ス■ムお義縮 _

学国ハートフルフォーラム
。とlb燈防策井共動のネ軍点から考える^

(1う 日程

学校名
東小学校

令和元年6月 7日

学校名
谷田部東中学校

令和元年11月 6日

令和元年5月 13日

令和元年5月 13日

令和元年7月 31日

令和2年 1月 27日

令和元年6月 3日

令和元年7月 3日

令和2年 1月 24日

11月 20日

令和元年 12月 13日

学校名

桜中学校
栄小学校
九重小学校
栗原小学校

竹園東中学校
竹園東小学校
竹園西小学校

並木中学校
並木小学校
桜南小学校

字 園 妬

②桜学園

③竹園学園

◎桜並木学園
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令和元年度 (2019年度)の事業報告 (各学園の取組) 資料1-1

(5)イ庸考(4)護□lF響

国土交通省国土技術政策総合研
究所
主任研究官 長屋 和宏 氏
・なし

なし

吾妻字国おやしの会
長屋 和宏 様他

なし

国総研
長屋 和宏 様

学校防災運絡会議出席者

つくIぎ市中央署消防署

(〔つ参加者

・教師及び全児重生徒1126名

・教師及び全児重生徒 1132名
・保護者      ・地域ボランティア
・pTA太都得昌
。1～ 6字年担当教師及び児重

児童、生徒、教職員、保護者
合計 1、 600名

合計115名

吾妥小児重・吾妻中生徒・教職員
会計R 釣900名

合計85名

吾妻学園小中学生、保護者、地域有識
者
合計 100名

地区代表、民生委員、交番所長、消防
団代表、児童館長、幼稚園・保育園長、
PTA代表、教職員
イゝ 二13o宗

8年生徒、学校防災運絡会議参加者
合計100名

吾妥中生徒、教職員
合計280名

(2)内夕手

避難訓練
・地露及【ド火災弁担定した経難訓絞

引き渡し訓練
・保護者引き渡し訓練
・防贅に閣する単習 ・地区見登生律会
・シェイクアウト訓練

取組名 :小中学校避難訓練、字国引顧訓
練
取組の説明 :地震・火災を想定した避難
凱I鏡弁卓怖⌒子の勢_俣講者への弓1溝司‖
取組名 :1年生つくIよスタイル科「防災手
帳の使い方」
取組の説明 :吾妻学国で作成した防災手
由Bの肉△_停いナ井生l切 _看口爆面井差

取組名 :避難訓練
1支編の議日Л:シェイクアウト訓絞 (地避類

取組名:5年つくIまスタイル科I防災マップ
をつくろうJ

取組名 :防災キヤンプ

取組の説明 :学校を避難所と想定して

キャンプを行い、避難所生活の体験と防

“

出_習 券各 為_rム`わ lin会■催 希 望者
取組名 :吾要字園学校防災運絡会議
取組の説明 :本年度の吾妻学園防災教
育取り組み説明・協議、8年つくスタ参加

取組名 :8年つくばスタイル科I避難所で
私たちにできることは !」

取組の説明 :学校の避難所としての役割
や生活空間のあり方についての学習

取組名 :吾要中避難訓練 (地震・火災 )
取組の説明 :地震発生後の火災を想定し
て群難剤鏡弁行う

平成31年 4月 22日

令和元年7月 6日

令和元年9月 12日

平成31年 4月 19日

令和元年7月 10日

令不日元年9月 2日

令和元年9月 4日

令和元年9月 14、 15日

令和元年11月 22日

令和元年11月 22日

令和2年2月 18日

日学校名

秀峰筑波義務教育学校

吾妻中学校
吾妻小学校

隼 l薫1名

⑩秀峰筑波義
務教育学校

①吾妻学園

6



令和元年度 (2019年度)の事業報告 (各学園の取組) 資料1-1

⑥備考

≡崎字園含同

垂崎字国合同

二小・三小合同

州ヽ学移誕)はインフル
エンザ流行のため、
中止

避難訓練は9/2に火
事を想定したもの、
1/20に不審者対応を
実施した。(保護者
や議 師 の参 加 l土な

(4う議 BIL等

垂崎地区民生委員

防災科学研究所研究員 池田
正幸氏、つくば市危機管理課、
茎俗増R告塁 つて!f山■撃歯

国交省国土技術政策
総合研究所
主任研究官 長屋和宏氏

警察署員、消防署員

国土交通省 日立技術政策総
合研究所
長屋 和宏氏

国土交通省 国立技術政策総

合研究所

長屋 和宏氏

③参加者

茎崎学園児重生徒
教職員 保護者
地域住民
約900名

各校校長・教頭、交番所長、消防署長、
PTA本部役員、学校評議員、幼稚園長、
倶音所再^屋■碁昌^甲音奉昌 区ヽ岳
11月 1日 茎崎三小

46名

11月 8日 茎崎二小
クR名

各校校長・教頭・教務主任 9名

幼児児重生徒、
教職員、保護者、
区長 合計1348名

各学校児重生徒、教職員 総計 1、 005

名

各学校防災会議委員、PTA代表、区長
及び民生委員の代表、地域の防災担当
者、茎崎交番、消防署員等合計35名

児童、生徒、教職員、保護者
合計2、 339名

3年生児重、教員
合計145名

5年生児重、教員、保護者
合計190名

②内容

茎崎学園合同避難訓練
引き渡し訓練

震度7の地震の発生、それに伴う家屋
の倒壊や火災の発生を想定し、学園三検
全日τ゙華埜性ヨ‖籍乃7点 RI去歳1_ヨ‖籍券各

茎崎字国学校防災運絡会議

茎崎二小・三小の第5字年による防災手

帳作成に伴う外部講師による出前授業

茎崎学国企画会
今年度の反省及び次年度に向けての企

画立案を行い、今年度の反省資料を作成
i^閣撼者に暉希すス^
取組名 学園合同引き渡し召‖I練
取組の説明 大規模災害(地震)を想定した、
内の幼小中合同の引き渡しヨW練の実施

学四

取組名
地域講師を招いての避難訓練
取組の説明

①災害による避難訓練後の煙,消火器訓
練 ②不審者侵入による避難訓練 ③竜
巻による避難訓練 ④シェイクアウト訓練

各学校防災会議委員、PTA代表、区長及
び民生委員の代表、地域の防災担当者、
茎崎交番、消防署員等合計35名

取組名 避難訓線 児重・生徒引き渡し

訓練
取組の説明
大地震発生時の避難経路確認及び全
甲昔 ■体 ♂うRI去造 IJ‖ 鏡 券行 ぅ■ ^
取組名 3年生つくばスタイル科「マイ防災
バックをつくろう」
取組の説明
11月 ～2月 にかけて3年生のつくばスタイル
科でマイ防災バックを作成した。2月 に講師を
招聘し防災教室を実施した。

取組 名 5年生 つくばスタイル 科 I地環 の 砺 災マッ

プをつくろう」
取組の説明
10月 ～12月 にかけて5年生つくばスタイル科にお
いて「地域防災マップ」を作成した。現地調査には
保護者も参加した。12月 には講師を招聘し防災教
室を実施した。

(1う 日程

令和元年6月 21日

令和元年7月 1日

11月 1日

令和元年11月 8日

令和元年 12月 18日

Rl年 6月 7日

Rl年 4月 16日
Rl年 9月 27日
Rl年 12月 9日
(中学校 )

①
③
②

Rl年 10月 23日①
R2年 1月 29日②
(小学校)
D14引 1日 1口∩

R2年 2月 6日

令和元年5月 7日

令和元年 11月 ～2月

令和元年 10月～1月

単 棒 え

茎崎中学校
茎崎第二小学校
茎崎第二小学校

高崎中学校
茎崎第一小学校

春日学園
義務教育学校

単園名

茎崎学園

⑩高崎学園

①春日学園
義務教育学校

7



令和元年度 (2019年度)の事業報告 (各学園の取組) 資料1-1

0僑 看
・積断膜配布
・引渡カードの確認

〔4)護師 等

なし

(8う秀 加者

・地域代表者約知名
・職員2名

・児重生徒約970名
・保護者約700名
・職員約50名

・児重生徒役970名
・職員役50名

・児重生任役970名
・職員役50名

全児重生徒 1、 519名、教職員104名 、児
童クラブ、民営児童クラブ指導員20名 、
保護者1100
会 計 ,7と `亀虫

全児重生徒 1、 関0名、教職員104名

合計 1、 634名

全児重生徒 1、 536名、教職員104名

合計 1、 640名

`2う

肉公

取組名 地域安全会議
取組の説明
・登下校時の安全の協議
.tB台捏 訴 担 当 者

`7う

穂 藝

取組名 BI頑訓練
取組の説明
・大地震想定の避難訓練
・保 議 き へ ∩ EI珪剤 籍

取組名 遥難訓練
取組の説明
・シェイウアウト罰ll鏡に任う群難ヨ‖鏡

取組名 避薙訓練、防災教至
取組の説明
・増睛雲.r,うナ 寿韮 鯨 歩:_■ R持終掛 空

避難訓練及び引き頑し訓練
マグニチュード7.4の地震を想定した避
難と～保護者

への引き渡しを行つた。

避雖訓練及び消火訓練
地震の後、校舎内で火災が発生したこ
とを想定して避難を行つた。また、初期消
火に備え消火訓練、煙体験ハウスによる
極怯酸歩各ぅす‐_

避難訓練及び防犯教至
不審者が敷地内に侵入したという想定
で避難訓練を行つた。また、DVD視聴によ
る防犯教室を実施し、危機対応について
♂】学 習井 Lナ ⌒́

`1う

日程

令和元年5月 14日

令和元年6月 3日

令和元年7月

令和元年11月

平成31年 4月 26日

令和元年9月 11日

令和2年2月 14日

学校名

みどりの学義務教育学校

学国の森義務教育学校

学 園 猛

⑮みどりの学義
務教育学校

①学国の森義
務教育学校
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令和元年度 (2019年度)の事業内容 (各学園の取組) 成果と課題

2

5

6

7

8

9

ついて、 3
メ ンバーが年度ごとに交代する場合
の課題と考えられる。今後も、自

啓発が一
して し く

必要がある。

=)い

していくか訓練が必要である。

。ここ5年間同じ講師の先生から指導をいただいている。内容を少しずつ変えてはいなものの、
ややマンネツ化しているのは否めない。新しい取組を模索していく必要がある。

は い。避難所設置等を考えると を築いていきたい。

r)し て は 、

ら実施する必要がある。災害発生時にお
工夫を行う必要がある。

け る との について、その強化を図る

々

ある。   _・
を計画して

児童生徒の意識を高め る とはできたが、実践する機会と して 地域 との 共
し く必要があ る

【引き渡しVI練について】

ビユ
臭遷匙3奢倉博£ほ言會

ittBrち
に動ける系宗宴驚識?算覇族宅鷲壊を基問題を想起するべ

【防災会議】

i:髯1写
垂妻置泳E姦字と夢泳豊睾琶元正急泳暴1筆許治乞憲憲窃未ぢ:亮送業務が大変で

」 の つ

ら、 |こつ し て行政説明 て も ら た た め 、現状等に つ し て よ く
る と力ゝ で きた。 そ の後 学校が避難所にな た場合 運営 して ↓ く上 に

い て 防災士から助言をいただきながら演習を行った。具体的には、 5つの学校
とな

とに グ
り、運営組織
とに配慮しな
ることができ

と避難居住場所をシ

壊馬と是%読ゑ堂交こ冤暴懸党T賓飾語憂ぁご寒未
9

な ければしけな しヽかなど ら
進め た。最後に、各グループごとに発表を行い、防災についての意識を 層高める

孝Sし か
の協力
体制についてご意見をいただいたり、防災倉庫の見学をしたりすることで、災害発生時の対処法
について

憲争農
機会となつた。豊里中学校でt=、 防災教室において豊里地区の防災士からの講話をいただ

々 て

を深める とができた。今年度は学区内で も避難指示が発令され実際に避難所にもな た。 身
な課題と して再認識で きた。 昨年度とは違 た ア ―マで実施 した とに よ り 新 しし 知ヽ識を得

て 、 イ)し
を る とと に、助言をいただくこと

議においては、民生委員

ができた。
や保護者としての立場からご意見をいただくこと

]言二予三色と駄9::争:ξ:景縁を貫
g兵琵≧]毒をビ

'こ

量書をここ皇琶

`吾

ζ身,こ抒
り言質泳路な爵無ぞは,ヽ写簿纂髪残氷再き冤ダ

者対応についてのグループワ
Tク
を行う予と
によ

て

所の確認 ) また 、地域防災は学校だけがイ帝つ ものではなく、地域とともにある
児童生徒が自分たちの地域で、大

と
を再確認す る とができた。 人 だ
けで な く 自分た ちに もで きる とがあ る とを知 り 地域防災への意識を高める とができ

P
か らの講話「家庭で始める を通 して危機管理の現状について協議を行

る地震を想定した避難及
る機会とすることができ

9 と
き力｀ きた。 また学園内で の幼稚園、小学校、中学校が合同で実施す

、安全かつ迅速な避難方法について確認す
び号

し翻1練の実施によ り た 。

し

して し たヽ 資を考 え
る フ ク シ ン くもの な どに つ し て え

を深 め られ た。 ど つ した らよ V のヽ カ
ど にあ る とが で きた。

災連絡会議では に情報を共有 し 連携を深
め

【引き渡し訓練について】

【防焚蚕轟「
通り円滑に進めるこ ができた。

・ 2回にわたって、学校毎による参加者による話し合いが充実した。

実最姿局豚霧斧琴君当襲嵐篭≧裂督宗笙姦?雲客ヽ防災倉庫
の中身の確認、他の市町村における

うて検討することができた。    フ

学園名

天 穏 字 口

竹回字園

高山学園

光薄字口

資料 1
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ll

12

14

15

考える機会をつくっ くヽ必要がある。

の

を

き

に り
ような時の、教職員、地域の対応に
していく必要等がある。
次年度の学園防災会議をさらに周知
たものを、交流センター等に移し、

つ し てヽ 号| き渡 におして

し、広めていくために、今年度まで学校を会場に実施して
開催できるかの検討が必要である。

地域
下校
防災

と運携 した学園 。学校の防災教室
時に大地震があったと
について基礎知識を身

きの児童生徒の ついて協議する。
につける地域と の実施

ス

。選難経路の再確認 (9つの学年が避難すると、移動で交錯し転倒の危険がある)

く とで職員の の把握が深ま る と考 え る た の引して き
りが 大部分を占めたが実際の災害時の備

く必要がある。 今回は、
らに地域との連携を学校

え

を進 め て お 警察署 の方 々 と り
きた 今後 さ と して どの よ つに進めて し くか も課題であ る。

し

混乱が見られた。次年度はさらに人数 え、校舎が増設されるため、教室からの経路・教
つ し てヽ よ り ス ム 51 き渡しができるよう検討していく

考えると、不審者の侵八経路や、
る。また、「侵入させない」対策
、実行する必要がある。

必要があ
る。 の避難副I練に r)し て は 、 さを 時間の設
定な ど いくつものパターンでの訓練を行 う必要があ を とる
と 徹底 した 入 口 の管理 を職員全員で共通理解 を図 り

開校 2年 目で登下校や通学路の安全について具体的な課題がより見えるようになり、防災会
議を中心に対応策を協議し、結果が出るようになつてきた。しかしこれから学園生の人数が増え
ていく一方の中で子どもたちの安全を確保するには、地域や行政との協力がよリー層必要にな
り、道切な防災会議のメンバー選びが課題である。

て い

とができた。そして、兄弟
。学園防災会議においては
をお迎えして、茎崎学園の
ごとに分かれて、地区内の

関係でどのように引き渡
、 防災科学技術研究所
自然特性、社会特性に伴

文魯個迄写発蔀論万藩馬褒驀貴亀奮こ墓えと
う災害危険性の講義を受けた。さらに、地区

災害履歴 避難所 と避難経路な どに つ し て話合し 情報を共有する と

と と 意識の向上を る とが で きた。
に イ)し てヽ検討する とができた。

次年度の研修や協議会の持ち方 にイ)V てヽ決め る と力Hで きた。

1
いえ、1300人を超える が同じ敷地で生活し

も素早い行動ができ
ばスタイル科の「マ
の向上につながって
にもつながっている

て し る で は 、校 内の防災 防犯が
1つであるが、どの訓練で て し る。
3、 5年生で行っているつく
り」は児童の防災に対する意識
していることで、保護者の啓発

イ防災バ ツ ク づ く り 「地域防災 ツ プ づ く
し るヽ。
また
5年生は保護者がボフ ン テ イ ア で参加
異学での発表会を実施 し

↓

は つ の

を 2 か所 |こ貴覺けた と ズなで ス ム ー 5 き渡 しにつなが た。 児童号き
ま
巻

渡し
た、にお

防災
況に
生徒

いては、地区別に分けた
士の長屋先生をお迎えし
ついて理解を深めること
においては、つくばスタ

く

ノミ

つ し

見 直 しや反省を行うことで、児童生徒や教破員の危機意識を高めること
くば中央消防書の協力で、消火訓練を実施し、初期消火の

ができた。第2回の避難
大切さや煙体験ハウスに訓練 で は 、 つ

よ り煙 に よ り視界が送 られ る と 煙の怖 さを学ぶことができた。 第3回の避難訓I練では、不審
さす またの使し方な どに つ し てヽ 確認する と力Hで きた。 ま た 、警察署よ り借 り

に よ る防犯教室では、児童生徒が具体的にど よ つに行動すの べ きか に つ し て学習する

し

Iき 渡し方法を工夫することにより、引き渡しを円滑に行 うこ
不審者への
た。

とが で き

さすぴ電雰荘偵号鷲岬1管憂儀ぉ瑕募修客李雰?を宗導き
声のかけ方や対応の仕方、

字園名

洞 K卓写 回

秀峰筑涙義務教育学
校

学園の森義務教育学
校

の

育学校
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O令和元年度 (2019年度)の事業報告 (推進委員会 )

①第 1回学校防災推進委員会

同 時 :令和元年 (2019年)6月 26日 (水)13:30～
場 所 :職員研修室
出席者 :学校防災推造委員会委員・事務局職員
・
内 容 :平成30年度の事業内容について
令和元年度

｀
(2019年度)の事業計画について

②学校防災研修会

日 時 :令和元年 (2019年 )10月 29日 (火 )
場 所 :201会議室
出席者 :学棟防災推進委員会委員、事務局職員、

.

各学校の学校防災連絡会議委員 (教職員及び地域の方)等

内 容 :「児童生徒の避難について」
講 師 :国総研 長屋 和宏氏

③第2回学校防災推進委員会

日 時 :令和2年 (2020年).2月 25日 (火 )
場 所 :防災会議室3
内 容 :令和元年度 (2019年度)の事業報告 等

④学校防災手帳作成 !

竹園東小、茎崎二小・茎崎三小、栄小で作成
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秀峰筑波義務教育学校 引き渡し訓練について

背景 日経緯

平成 31年 4月 24日 の国総研長屋先生との打合せで、平成 30年度の各学園の事業

内容の課題等を踏まえ、特に引き渡しに焦′煮化して問題認識の整理や好事例のアィー

ドバックを行うこととした。

平成 30年度の実施報告において引き渡しを課題として挙げていた秀峰筑波義務教

育学校ヘヒアリングを行い、ヒアリングによつて得られた課題について教育局から改

善の提案をした結果、改善提案を踏まえた引渡し訓練計画の立案と視察依頼があつた

ため、視察したもの。

引き渡し訓練の概要

・令和元年 (2019年)7月 o日 (土) 封象は 1年生～6年生

・引渡しをクラス単位でなく地区単位で考え、旧筑波東中学校区の児童と旧筑波西中

学校区の児童で時間を分けて引渡しをした。

・旧筑波東中学校区の児童の引渡しでは、自家用車で来校する保護者に対し、旧筑波

東中学校に駐車し、秀峰筑波義務教育学校へは徒歩で来校いただく運用を行つた。

Q旧筑波西中学校の児童の引渡しでは、グラウンドを駐車場として開放した。

・つくば北警察署、交通安全協会の方々にも御協力いただいた。

・訓練終了後、年後に教職員封象に長屋先生による講義があった。

改善点

。地区単位で引渡しを行うたことにより、保護者への引渡しはおおむねスムーズであ

った。

・時間を分けたこと、駐車場を分散させたことと、警察や交通安全協会の協力により、
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周辺道路では多少の混雑はあつたものの昨年よりも明らかに渋滞が緩和された。

検討点

・地区単位で引渡しを行つたが、低学年の児童のなかには自分の地区が分からない児

童がいて、集合に時間がかかつた。

こ全児童がアリーナに集合するまでに時間がかかつたので、アリ▼ナに集合する必要

があるかどうか、動線を検討する必要がある。       “
・今回は 1年生～6年生を対象としたので、7年生～9年生を含めて全員で引渡し訓

練を行う場合にどの程度の時間がかかるのかは不明。
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幼稚園防災訓練等アンケー トについて

アンケー ト調査概要

・市立幼稚園にアンケー トを実施。 .

「防災訓練の頻度」、「小中学校との連携の有無」、「訓練をする上での課題」、
「その

他意見」を聴取。

集計結果概要

・頻度について

全ての幼稚園で概ね月に一回程度で実施。

内容は地震t火災、竜巻、不審者対応、ミサイル対応等。

・連携について

小中学校と何らかの連携があると回答があったのは、島名・幼稚園、谷田部幼稚園、

東幼稚園、高崎幼稚園の4園。二の宮幼稚園で来年二の宮小学校と何らかの連携を実

施予定。

主な意見 (地域連携について)

・小中連携での引渡し訓練、学園防災会議のなかに幼稚園も入れてほしい

。幼小中で年間の防災訓練の計画について協議してはどうか

。10時から 14時までなら園児が在園しているので、一緒に訓練することができる

。「地域防災の日」を作り、幼保小中で一斉に防災訓練をしてはどうか

。地域住民にも協力を呼びかけたいが、どうすればよいのかわからない

地域住民との連携の事例や方法など、参考になることがあれば知りたい

。吾妻学園にあるような防災マップがほしい
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主な意見 (防災副‖練について)

・避難場所として近隣の公園を指定しているが、避難に適した場所ではない。

避難場所の見直し、避難計画の再検討が必要ではないか

。防災訓練の指導等をしてくださる専門家の方がいたら研修を受けたい。

・引渡し訓練時に、保護者がすぐに迎えに来る現状がある。

実際に災害が発生した場合、すぐに迎えに来られないことが想定されるので、保護

者に引き渡せなかつた場合の長時間の訓練が必要なのではないか。

・実際に被災された方の体験を開きたい。

主な意見 (設備について)

・防災倉庫の物品の充実

・高崎幼稚園の放送設備が老朽化していて、放送が聞こえづらい

′
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つくば市学校防災手帳作成の概要について

1 目的

携帯できる防災手帳を児童・生徒に提供し、日常生活や授業に活用してもらうと

とで、児童・生徒及び保護者の自助・共助の意識の向上に資する。

今年度の作成協力校は竹園東小学校、茎崎第二小学校、茎崎第二小学校、栄小学

校の4校。

2 事業概要                  ,

配布予定時期…令和 2年 (2020年)4月 (3月 中に搬入を予定)

年度初めに配布した方が、学校授業等でより活用しやすいため。

3 学校に御協力いただし,ヽた事項

(1)データ収集にかかる、PTA等関係者との連絡調整

(2)作成 。配布するにあたり、授業時間の使用

4 その他

(1)国土交通省国土政策総合研究所の協力の下、作成。

(2)表面は、吾妻学園防災手帳を基に作成 (編集協力 :吾妻学園おやじの会)。

(3)裏面の情報は、つくば市総合防災ブンク等を参考に作成。

(4)110番の家は、各学校へ照会をかけ、PTA等作成のデータを活用。法人のみを

掲載。チェーン店等はご支店名や店舗名の一部省略有り。

(5)つ くばスタイル科における防災の単元での地域探検の成果を基に作成。

(6)AEDは、「茨城県 AED設置施設登録制度」(H31.3)に登録してある施設を掲

載。
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